
ホ
ク

七
五

• 

復
鶴
、
七
年
か
ら
笛
例
の
如
く
な
っ
た
の
を
、
そ
の

後
略
式
と
な
っ
た
般
に
、
嘉
永
五
年
・
再
び
復
萄
す
る

に
至
っ
た
。
そ
の
諸
作
法
を
載
せ
た
の
で
あ
る
。

ホ
タ
ハ
ン
ヒ
カ
ン
北
藩
秘
鑑
三
十
程
。
文
化

十
年
十
一
周
湯
浅
穂
府
の
者
。
柳
営
秘
鑑
に
倣
っ
て

作
っ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
倉
一
御
事
蹴
之
部
、

巻
二
年
中
御
城
向
御
作
法
之
部
、
容
三
御
城
中
御
定

之
部
、
容
四
諸
御
役
支
配
之
部
、
袋
五
諦
組
諸
役
御

人
高
之
部
、
倉
山
ハ
被
召
出
等
御
柿
之
部
、
容
七
御
知

行
等
収
納
方
御
定
之
部
、
器
入
役
出
銀
御
定
之
部
、

巻
九
火
事
御
定
之
部
、
巻
十
製
・
校
御
定
之
邸
、
巻
十

一
軍
十
六
諸
御
作
法
之
部
、
巻
十
七
御
法
愈
方
諸
事

之
部
、
巻
十
八
御
前
代
家
筋
之
部
、
容
十
九
股
忠
之

部
、
袋
二
十
諸
事
交
錯
之
部
で
あ
る
。
序
文
は
津
田

鳳
卿
で
、
そ
れ
に
は
新
撰
北
滞
秘
鏡
と
し
て
あ
る
。

ホ
タ
ユ
ウ
シ
ソ
ウ
北
遊
詩
草
大
窪
紛
仰
が
文

政
四
年
加
賀
に
遊
び
、
受
年
春
邸
京
し
た
後
編
し
た

も
の
で
、
上
容
は
七
言
絶
句
九
十
三
首
、
七
言
作
詩

=
一
十
五
首
、
そ
の
他
各
憾
の
賦
十
僚
組
を
収
め
、
下

容
は
著
者
と
風
交
し
た
者
の
作
を
鎮
め
て
あ
る
。
同

年
秋
刊
行
。
次
い
で
七
年
夏
又
金
持
に
入
り
、
再
北

遊
詩
草
を
説
明
し
た
。
そ
の
上
容
は
七
言
絶
句
入
十
首
、

各
慨
四
十
俄
首
を
収
め
、
下
容
は
著
者
と
交
遊
し
た

も
の
L
作
で
あ
る
。
同
十
年
刊
行
。

ホ
タ
ヨ
ウ
北
葉

J
ミ
ヤ
モ
リ
ホ
グ
ヨ
ウ
宮

森
北
襲
。

ホ
タ
ロ
ク
ア
ン
ギ
ヤ
ノ
マ
キ
北
陸
行
脚
巻
大

岡
寺
の
縦
器
心
容
が
寛
永
三
年
晩
秋
九
日
江
戸
を
出

で
、
信
越
を
経
て
金
滞
に
弱
る
道
す
が
ら
、
宿
瞬
山

川
の
風
光
を
詠
じ
、
紀
行
の
文
を
掃
ん
だ
も
の
。
歌

詞
は
極
め
て
低
調
卑
近
で
あ
る
。

ホ
タ
ロ
ク
Z
キ
口
、
ノ
フ
デ
北
陸
騒
路
箆
二
加
。

入
尾
屋
喜
兵
衛
着
。
金
制
作
か
ら
京
都
ま
で
の
名
既
倒

ホ
タ
ロ
タ
サ
ン
ゴ
タ
シ
北
陸
三
国
志
二
冊
九

容
。
三
議
記
の
中
、
前
倒
氏
に
関
係
あ
る
こ
と
の
み

を
放
い
で
、
北
陸
三
闘
志
と
改
組
し
た
も
の
。
資
府

民
筑
仲
秋
上
涜
日
の
序
が
あ
る
が
、
署
名
は
な
い
。

ホ
タ
ロ
タ
ド
ウ
北
陸
遁
ハ
一
)
字
義

l
孝
徳
天

皇
大
化
改
新
以
後
、
文
武
天
皇
大
賀
律
令
完
成
に
至

る
ま
で
、
百
度
縫
く
之
を
附
底
の
制
に
採
っ
た
。
是

に
於
い
て
古
へ
の
高
志
道
は
、
改
め
て
北
陸
道
の
名

を
得
た
。
北
陸
道
の
字
義
は
、
脱
原
妙
に
『
就
=
北
方

陸
時
-
行
。
故
日
=
北
陸
引
』
と
解
し
た
如
く
で
あ
る
か

ら
、
之
を
脅
殺
す
べ
き
で
あ
り
、
和
名
抄
に
拍
陸
遊

の
文
字
に
測
を
施
さ
ど
る
は
是
が
矯
で
あ
る
。
然
る

に
崇
制
紀
・
景
行
紀
に
グ
ヌ
ガ
ノ
ミ
チ
と
し
、
そ
の
他

の
諸
替
に
グ
ル
ガ
ノ
ミ
チ
又
は
キ
タ
ノ
ミ
チ
と
す
る

は
、
皆
後
世
に
至
っ
て
加
へ
た
義
訓
で
あ
る
。

。
一
〉
古
川
志
道
と
北
陸
滋
1
北
陸
選
は
古
へ
の
高
志
遊

で
あ
る
が
、
そ
の
地
峨
は
必
ず
し
も
同
じ
く
な
い
。

即
ち
高
志
道
は
若
狭
・
佐
渡
に
及
ぱ
ず
し
て
出
羽
を

含
み
、
北
陸
選
は
若
狭
・
佐
渡
を
管
し
て
出
羽
に
及

ぱ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
書
紀
逝
穏
に
高
志
の
後
に

五
凶
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
註
に
、
『
北
陸
道
。
一
一
一

越
・
加
賀
・
能
管
是
な
り
。
』
と
い
ひ
、
古
事
記
俸
に

『
高
志
凶
は
越
凶
な
り
。
後
に
越
前
・
加
賀
・
能
資
・
越

中
・
越
後
な
ど
L

別
れ
つ
れ
ど
も
、
歌
な
ど
に
は
な

曾
で
、
沿
道
の
宿
騨
・
山
川
・
祉
寺
・
古
蹴
等
を
記
載

し
、
人
馬
貨
銭
定
書
を
も
血
中
げ
て
あ
る
。
自
序
に
辛

卦
の
年
拡
競
坊
と
あ
り
、
・
半
世
は
天
保
十
二
年
で
あ

ら
う
。ホ

タ
ロ
タ
キ
コ
ウ
北
陸
範
行
一
般
。
元
様
三

年
五
周
二
目
前
回
綱
紀
に
供
奉
し
て
、
江
戸
か
ら
金

探
に
蹄
っ
た
際
の
紀
行
で
あ
る
。
こ
の
記
に
は
著
者

の
名
を
書
い
て
な
い
が
、
認
容
昌
血
円
で
あ
る
と
せ
ら

れ
る
。

ほ
す
べ
て
越
と
よ
む
な
り
。
』
と
い
う
て
、
絶
え
て
若
一
陸
逝
巡
察
使
と
な
り
、
稽
徳
天
皇
天
平
前
総
ご
年
九

狭
に
言
及
せ
ざ
る
は
注
意
す
ぺ
〈
、

.mも
若
狭
は
越
一
周
廿
一
一
一
日
間
野
出
雲
之
に
代
。
、
光
仁
天
皇
資
鑑
三

前
よ
り
分
糊
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
一
年
九
用
サ
六
日
日
置
遭
形
を
北
陸
道
に
遣
は
し
て
議

会
一
〉
北
陸
道
の
語
の
初
見

l
北
陸
遣
の
認
は
崇
瀞
一
線
せ
し
め
、
七
年

E
n十
九
日
苦
悩
直
事
は
北
鴎
遊

紀
・
景
行
紀
に
見
え
る
が
、
是
は
後
慨
を
以
て
古
ヘ
一
検
積
伎
と
な
っ
た
。
叉
桓
武
天
皇
延
暦
七
年
三
周
二

を
推
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
武
紀
に
、
十
四
年
九
周
一
日
北
陸
諸
闘
に
命
じ
て
縞
及
び
盟
を
陸
奥
に
運
ぱ
し

東
山
・
山
陽
・
山
隆
・
南
・
海
・
筑
禦
諸
遣
の
使
者
を
置
い
一
め
た
。
明
年
蝦
実
を
征
す
る
が
震
で
あ
る
。
平
城
天

た
が
、
北
陸
道
の
名
の
見
え
ぬ
の
は
、
行
政
上
東
山
一
皐
大
岡
元
年
五
周
サ
四
日
秋
篠
安
人
北
陸
遺
脱
出
前
使

遣
の
一
部
と
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
扶
桑
略
一
と
な
り
、
三
年
四
周
三
日
に
及
ん
で
山
陽
道
脱
出
制
使

記
の
岡
天
皇
の
傑
に
、
十
五
年
入
居
七
道
諸
闘
に
巡
一
藤
原
閑
人
が
北
陸
滋
の
事
を
も
舗
行
し
た
が
、
四
年

察
使
を
撞
は
す
と
あ
る
か
ら
、
前
記
書
紀
の
文
は
北
一
四
月
十
三
日
藤
原
仲
成
之
に
代
っ
て
北
陸
道
観
察
使

陸
・
東
海
を
脆
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
或
は
扶
桑
略
一
に
な
っ
た
。
是
等
に
よ
っ
て
、
北
陸
諮
が
一
の
行
政

記
が
後
世
の
思
想
で
書
い
た
の
で
あ
ら
う
か
。
次
い
一
盛
制
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

で
文
武
夫
最
大
賢
三
年
正
用
、
東
海
・
東
山
・
北
陸
・
一
ハ
五
〉
北
陸
滋
の
底
分

i
閥
諮
を
擁
し
て
凶
司
を
置
く

山
際
・
山
陽
・
南
海
・
西
海
諸
道
に
録
事
各
一
人
を
謹
一
こ
と
は
、
大
化
ご
年
孝
徳
天
皇
の
招
勅
に
よ
っ
て
宣

は
す
と
あ
っ
て
、
北
陸
道
の
録
事
は
高
向
靭
巨
大
足
一
布
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
一
直
に
賀
行
せ
ら
れ
た
か

で
あ
っ
た
。
是
に
芸
う
て
北
陸
道
の
名
始
め
て
顕
然
一
否
か
は
挺
は
し
く
、
叉
何
れ
の
時
に
抱
腹
遭
の
凶
遣

と

し

て

ゐ

る

。

一

諸

凶

を

併

合

し

て

越

前

・

越

中

・

越

後

に

分

細

川

せ

ら

れ

ハ四
v
柏
陸
道
の
行
政
施
設
ー
か
く
て
北
陸
置
滋
以
一
た
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
思
ふ
に
持
続
天
皇
六
年
九

後
、
之
に
封
す
る
行
政
施
設
も
着
々
と
し
て
賀
行
せ
一
周
廿
一
日
の
紀
に
、
越
前
の
名
の
初
め
て
見
え
た
る

ら
れ
た
る
が
如
く
、
元
正
天
皇
養
老
三
年
七
局
十
三
一
よ
り
考
へ
れ
ば
、
天
武
天
皇
末
年
又
は
持
統
天
白
羽
初

日
按
察
使
を
置
い
た
時
、
越
前
守
多
治
路
蹟
成
に
能
一
年
に
離
合
を
断
行
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
是
よ
り
先

賢
・
越
中
・
越
後
の
剛
司
を
督
せ
し
め
た
の
は
、
事
費
一
野
明
天
阜
の
時
、
越
の
閥
司
阿
倍
比
経
夫
は
日
本
海

上
北
陸
遊
按
察
使
に
同
じ
く
、
連
武
天
皇
天
平
十
六
一
岸
の
蝦
夷
を
征
し
て
、
大
に
地
を
束
抱
に
拓
い
た
。

年
九
周
十
五
日
に
は
、
石
川
東
人
を
拍
陸
遭
巡
祭
伎
一
故
に
三
越
分
脂
血
笛
初
の
越
後
は
、
後
の
越
後
の
東
牢

と
し
て
政
債
の
良
否
を
織
せ
し
め
た
を
始
と
し
、
十
一
よ
り
出
羽
を
包
含
し
、
漠
然
・
諒
輯
地
方
に
及
び
、
越

入
年
四
周
五
日
中
納
言

E
勢
奈
届
腕
呂
は
、
山
陰
・
一
後
の
商
学
は
向
越
市
の
一
部
分
で
あ
っ
た
0
.而
し
て

北
陸
爾
遣
の
鎮
撫
使
を
魚
ね
、
学
隷
天
皇
天
平
勝
貸
一
-
文
武
天
皇
大
賀
元
年
の
頃
に
は
、
北
陸
遣
に
若
狭
・
越

六
年
十
一
周
朔
巡
嬢
伎
を
任
ず
る
や
、
藤
原
武
良
志
一
前
・
越
中
・
越
後
・
佐
渡
の
五
闘
が
あ
っ
た
が
、
元
明

を
北
陸
道
使
と
し
た
。
次
い
で
天
平
質
量
・
三
年
正
周
一
天
皇
和
銅
五
年
に
、
越
後
及
び
陸
奥
の
一
部
を
制
い

五
日
紀
鹿
純
を
北
陸
選
の
閑
民
苦
使
と
し
、
三
年
九
一
て
出
羽
を
置
き
、
部
い
で
之
を
東
山
道
按
妓
伎
の
防

局
十
九
日
新
癒
を
征
す
る
震
指
陸
諸
闘
に
般
入
十
九
一
一
慨
に
移
ず
に
及
び
、
北
陸
遣
の
腕
僻
全
く
確
定
し
、

般
を
諮
ら
し
め
、
四
年
正
周
廿
一
日
石
上
奥
織
は
北
一
且
つ
越
後
の
管
匿
狭
少
に
過
ぎ
た
る
を
以
て
、
越
中

-・


